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6月
定例会

予算

条例

人事

その他

4件

6件

18件

8件

　
６
月
定
例
会
を
、
６
月
９
日
か
ら
19
日
ま
で
11
日
間
の
会
期
で
開
き

ま
し
た
。
審
議
し
た
議
案
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
人
事
案
件
に
対

す
る
同
意
な
ど
、
合
計
36
件
。
そ
の
全
て
を
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・

同
意
し
ま
し
た
。

　
陳
情
は
３
件
を
採
択
し
、
意
見
書
を
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

人
　
事

出
生
祝
い
金
事
業

　
　

４
１
３
万
２
千
円

　

４
月
28
日
以
降
の
出
生
者
を
対
象
に
、

ひ
と
り
５
万
円
の
祝
い
金
を
支
給
す
る
。

村
田
議
員　
特
別
定
額
給
付
金
の
支
給

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
人
を
救
済
す
る

た
め
の
一
時
的
な
制
度
な
の
か
、
今
後

も
継
続
し
て
い
く
も
の
な
の
か
。

住
民
生
活
課
長　
子
育
て
家
庭
を
支
援

す
る
た
め
の
新
制
度
で
あ
り
、
今
後
も

継
続
し
て
い
く
。

防
災
用
備
品
購
入　

４
９
９
万
円

　

避
難
所
用
間
仕
切
り
を
84
セ
ッ
ト
購

入
す
る
。
ス
チ
ー
ル
パ
イ
プ
の
組
み
立

て
式
で
、
高
さ
は
約
１
８
０
セ
ン
チ
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
や
感
染
症
対
策
の

観
点
か
ら
有
効
性
が
高
い
。

公
共
施
設
利
用
制
限
に
伴
う
運
営

費
補
助　
　
　
　

１
４
４
０
万
円

　
町
か
ら
の
要
請
に
よ
っ
て
休
業
し
た

公
共
施
設
を
指
定
管
理
す
る
「
あ
き
た

美
郷
づ
く
り
㈱
」
に
対
し
て
運
営
費
を

補
助
す
る
。
４
・
５
月
の
粗
利
額
を
昨

年
同
期
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
１
４
４

０
万
円
の
減
少
だ
っ
た
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
か
ら
雇
用
調
整
助
成
金
が
支
給
さ
れ

た
ら
、
そ
の
金
額
分
は
町
へ
返
還
す
る
。

深
澤
（
均
）議
員　
他
の
公
共
施
設
を
指

定
管
理
す
る
者
へ
の
対
応
は
。

農
政
課
長・企
画
財
政
課
長・生
涯
学
習

課
長　
対
応
は
し
な
い
。
（
㈱
美
郷
の

大
地
、
美
郷
町
あ
っ
た
か
山
直
売
所
運

営
協
議
会
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
み

さ
ぽ
ー
と
）

書
籍
用
消
毒
機
購
入　
　

１
３
７
万
５
千
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
の
た
め
、
紫
外
線
照
射
式
の
書
籍
用

消
毒
機
を
学
友
館
に
導
入
す
る
。

村
田
議
員　
紫
外
線
照
射
式
と
し
た
理

由
は
。

生
涯
学
習
課
長　
図
書
館
で
利
用
す
る

機
器
は
、
紫
外
線
照
射
式
が
一
般
的
で

あ
る
。

鈴
木
（
正
）議
員　
機
器
の
形
状
や
使
用

方
法
は
。

生
涯
学
習
課
長　
書
籍
６
冊
を
立
て
置

き
で
き
る
ボ
ッ
ク
ス
型
で
、
約
１
分
で

消
毒
が
済
む
。
学
友
館
の
受
付
に
置
き
、

利
用
者
か
ら
使
っ
て
も
ら
う
。

鈴
木
（
正
）議
員　
機
器
を
学
校
図
書
館

に
導
入
す
る
考
え
は
。

教
育
推
進
監　
学
友
館
の
使
用
状
況
等

を
見
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

学
友
館
暖
房
設
備
改
修　
　

２
５
５
万
２
千
円

南
給
食
セ
ン
タ
ー
食
器
洗
浄
機
更

新　
　
　
　

１
９
２
７
万
３
千
円

　
こ
ど
も
園
施
設
環
境
整
備　
　

１
１
０
万
円

　
安
全
性
の
面
か
ら
、
こ
ど
も
園
（
３

園
）
に
あ
る
屋
外
遊
具
８
基
を
解
体
撤

去
す
る
。

泉
議
員　
繰
越
金
、
積
立
金
の
金
額
を

見
る
と
、
財
源
的
に
余
裕
は
あ
る
と
感

じ
ら
れ
る
。
予
算
を
組
む
に
あ
た
り
、

税
率
を
引
き
下
げ
る
な
ど
の
検
討
は
し

た
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　
美
郷
町
の
税
率
は
、

県
内
25
市
町
村
の
中
で
も
４
番
目
に

低
い
。
安
定
し
た
税
率
を
保
ち
な
が
ら
、

利
用
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
、

運
営
に
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
積

立
金
は
何
か
の
事
態
に
備
え
る
た
め
の

留
保
財
源
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
ほ

し
い
。

会計区分 補正総額 補正後累計

一 般 会 計 5873万円 134億7361万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 3616万円 22億9260万円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 （財源組換） 2億8901万円

水道事業会計（収益的支出） ▲310万円 3億9971万円

案　　　　　件 契約金額

消 防 用 小 型 動 力 ポ ン プ 699万6千円

ホ イ ー ル ロ ー ダ ー 995万5千円

小 形 ロ ー タ リ 除 雪 車 2354万円

案　　　　　件 契約金額

七滝山線森林管理道開設工事 6270万円

後 三 年 地 区 農 業 集 落
排 水 浄 化 槽 設 置 工 事

9130万円

予算補正

財産取得 工事請負契約

出生祝い金
5万円を支給

【
人
権
擁
護
委
員
】

　

次
の
方
の
推
薦
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
（
再
任
）戸
沢
明
人 

氏　
（
一
丈
木
）　

【
美
郷
町
農
業
委
員
会
委
員
】

　

次
の
方
々
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

井
関
一
良
（
扇
田
） 

奥
山
秀
治
（
安
城

寺
下
） 

加
藤
堅
之
助
（
石
神
） 

木
村

と
も
子
（
下
野
荒
町
） 

小
西
嘉
之
（
関

田
） 

佐
々
木
定
廣
（
荒
町
） 

佐
々
木

竜
孝
（
土
崎
北
部
） 

佐
藤
久
（
釜
蓋
） 

鈴
木
敏
夫
（
天
神
堂
） 

髙
橋
秀
行
（
琴

平
） 

髙
橋
正
和
（
千
屋
中
部
） 

髙
橋

正
尚
（
元
本
堂
北
部
） 

中
野
龍
太
郎

（
本
館
） 

深
沢
靖
（
中
野
） 

深
田
秋

彦
（
下
畑
屋
） 

細
井
千
代
文
（
本
堂
東

部
） 

山
田
貞
子
（
新
田
）

出生祝い金を贈呈（渋谷羽
わ か

禾ちゃん・御前）
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６
月
18
日
の
本
会
議
で
は
、
４
議
員
が
７
項
目
に
つ

い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
以
下
、
質
問
・
答
弁

の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

一般質問とは？

　一般質問は、年４回の議会定例会において行われます。議題とは関係な
く、行財政全般にわたる議員主導による政策論議であるため、通告制が採
用されています。

◇美郷カレッジを中央ふれあい館で
◇テレワーク交通費補助金制度の創設を

内
う ち だ

田　清
きよふみ

文　議員

村
む ら た

田　　薫
かおる

　議員

鈴
す ず き

木　正
まさひろ

洋　議員

泉
いずみ

　美
み わ こ

和子　議員

◇新型コロナウイルス感染への支援は充分か
◇新型コロナウイルス感染が学校や生徒に与えた
　影響は

◇立候補時の考えは

◇新型コロナウイルス対策について
◇敬老会について

村
むらた

田　薫
かおる

 議員

コロナ対策支援事業の
進捗と実績は

6月定例会

地域応援券を6月13日に発送町長

議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
に
つ
い
て
、
見
解
を

聞
く
。

　

①
各
支
援
制
度
の
進
捗
状
況

と
こ
れ
ま
で
の
実
績
は
。

　

②
第
２
波
・
３
波
が
来
る
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
支
援
対
策

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　
①
6
月
16
日
時
点
の
実

績
で
説
明
す
る
。

　

国
の
「
特
別
定
額
給
付
金

事
業
」
は
、
６
５
３
７
世
帯

（
98
・
６
％
）
に
給
付
し
た
。

６
月
３
日
に
国
の
「
子
育
て
世

帯
臨
時
特
別
給
付
金
」
を
１
７

５
８
人
に
、
町
独
自
の
給
付
金

を
１
７
３
２
人
に
給
付
し
て
い

る
。

　

町
の
「
地
域
応
援
商
品
券
・

地
域
応
援
食
事
券
」
は
、
６
月

13
日
ま
で
に
発
送
を
終
え
て
い

る
。
「
道
の
駅
美
郷
・
美
郷
屋

休
業
に
伴
う
事
業
継
続
応
援

金
」
は
、
91
人
に
１
７
４
万
７

５
０
０
円
の
給
付
を
し
て
い
る
。

「
事
業
継
続
支
援
金
」
は
２
３

４
件
、
４
６
８
０
万
円
の
支
給

を
決
定
し
て
い
る
。

　

固
定
資
産
税
の
減
免
状
況
は
、

事
業
者
申
請
が
37
件
、
収
入
減

額
世
帯
に
属
す
る
方
が
２
件
と

な
っ
て
い
る
。
「
県
外
大
学
生

等
応
援
事
業
」
に
つ
い
て
は
98

人
か
ら
申
請
が
あ
り
、
希
望
す

る
セ
ッ
ト
を
発
送
し
て
い
る
。

　

融
資
に
つ
い
て
は
「
中
小
企

業
振
興
資
金
」
が
16
件
で
１
億

５
６
８
０
万
円
、
「
小
口
零
細

企
業
振
興
資
金
」
が
11
件
で
３

８
０
０
万
円
、
「
秋
田
県
経
営

安
定
資
金
（
危
機
関
連
枠
）
」

が
14
件
で
３
億
１
８
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

②
感
染
防
止
に
必
要
な
物
資

備
蓄
に
努
め
る
。
影
響
等
を
的

確
に
把
握
し
、
適
時
適
切
に
判

断
し
対
応
す
る
。

議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
学
校
や
生
徒
に
与
え
た
影
響

に
つ
い
て
、
次
の
３
点
を
聞
く
。

　

①
臨
時
休
校
は
何
日
間
に
な

っ
た
の
か
。
ま
た
、
児
童
生
徒

の
学
習
遅
れ
の
対
応
は
。

　

②
部
活
動
の
練
習
時
間
不
足

や
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
支
援
策
は
。

　

③
奨
学
金
の
返
還
猶
予
や
免

除
に
対
応
で
き
な
い
か
。

教
育
長　
①
2
月
末
に
国
や
県

か
ら
要
請
さ
れ
た
休
校
期
間
は
、

学
校
や
生
徒
に
与
え
た
影
響
は

学
習
の
遅
れ
は
回
復
で
き
る

教
育
長

実
質
10
日
間
と
な
る
。
年
度
末

で
あ
っ
た
た
め
、
小
学
校
で
は
、

学
習
内
容
を
年
度
内
に
終
え
た
。

中
学
校
で
は
一
部
の
未
履
修
内

容
に
つ
い
て
、
４
月
第
１
週
で

対
応
済
み
だ
。

　

4
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
休
校
は
、

実
質
６
日
間
と
な
っ
た
。
回
復

措
置
と
し
て
、
開
校
記
念
日
６

月
１
日
と
本
来
の
夏
季
休
業
期

間
で
あ
る
７
月
27
日
か
ら
29
日
、

８
月
20
日
と
21
日
を
授
業
日
と

す
る
こ
と
で
対
応
す
る
。

　

②
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
自

宅
で
練
習
し
て
い
る
。
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
練
習
試

合
や
講
習
会
、
各
種
大
会
へ
の

参
加
を
考
え
て
い
る
。

　

③
５
月
27
日
付
け
で
返
還
猶

予
希
望
制
度
の
通
知
を
発
送
し

周
知
を
図
っ
た
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
問
い
合
わ
せ
は
な
い
。

美郷町地域応援商品券・食事券
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鈴
すずき

木　正
まさひろ

洋 議員

美郷カレッジを
中央ふれあい館で
総合的に考慮し公民館で開催教育長

泉
いずみ

　美
み わ こ

和子 議員

新型コロナウイルス対策
は万全か
町長 不安の軽減に努める

議
員　
美
郷
カ
レ
ッ
ジ
を
「
中

央
ふ
れ
あ
い
館
」
で
開
催
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。
「
宿
泊

交
流
館
ワ
ク
ア
ス
」
が
、
開
催

に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
だ
と
は
思

え
な
い
。

教
育
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
６
月
か

ら
開
催
予
定
の
美
郷
カ
レ
ッ
ジ

を
９
月
か
ら
の
開
催
に
延
期
し

た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
に
交
通
費
の
補
助
を

補
助
制
度
の
創
設
は
難
し
い

町
長

議
員　
県
外
の
会
社
、
組
織
に

所
属
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
を

す
る
美
郷
町
民
に
対
し
、
交
通

費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
の

創
設
を
求
め
る
が
、
見
解
を
聞

く
。

町
長　
提
案
の
補
助
制
度
だ
が
、

交
通
手
段
や
距
離
を
考
え
れ
ば

難
し
い
課
題
が
あ
る
。

　

事
務
的
な
観
点
で
は
、
企
業

が
負
担
す
る
手
当
と
自
治
体
が

支
援
す
る
補
助
の
重
複
に
つ
い

て
の
整
理
、
ど
の
距
離
で
支
援

に
線
を
引
く
か
に
よ
る
公
平
性

な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
現
時
点

で
の
補
助
制
度
の
創
設
は
難
し

い
。

議
員　
①
大
仙
市
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
行
う
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方

式
の
仮
設
診
療
所
が
設
置
さ
れ

る
が
、
す
べ
て
の
濃
厚
接
触
者

が
、
す
み
や
か
に
検
査
を
受
け

ら
れ
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

②
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
抗
体
検
査

を
町
内
で
実
施
で
き
な
い
か
。

　

③
特
別
給
付
金
を
ま
だ
申
請

し
て
い
な
い
世
帯
へ
の
働
き
か

け
は
考
え
て
い
る
か
。

　

④
学
生
た
ち
が
深
刻
な
危
機

に
あ
る
。
全
学
生
を
対
象
に
現

金
給
付
の
支
援
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

⑤
自
然
災
害
の
と
き
に
開
設

さ
れ
る
避
難
所
で
、
集
団
感
染

を
防
ぐ
運
営
と
体
制
は
。

　

⑥
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
雇
用
不
安
に
な
っ
て
い

る
町
民
に
支
援
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　

⑦
小
中
学
校
の
臨
時
休
業
に

伴
い
、
就
学
援
助
を
受
け
て
い

る
世
帯
へ
の
昼
食
代
支
給
に
つ

い
て
町
の
対
応
は
。

町
長　
①
仮
設
診
療
所
は
７
月

か
ら
５
か
月
間
設
置
さ
れ
る
。

今
ま
で
よ
り
す
み
や
か
に
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
受
け
ら
れ
る
体
制
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

②
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
町
内
で

は
実
施
で
き
な
い
。
抗
体
検
査

は
、
町
内
で
は
1
医
療
機
関
が

実
施
し
て
い
る
。

　

③
申
請
期
限
の
１
か
月
前
で

あ
る
７
月
上
旬
に
、
郵
送
で
申

請
期
限
の
お
知
ら
せ
、
申
請
勧

奨
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

④
す
で
に
実
施
し
て
い
る

「
美
郷
町
県
外
大
学
生
等
応
援

事
業
」
と
は
別
の
あ
ら
た
な
給

付
制
度
に
つ
い
て
検
討
に
入
っ

て
い
る
。

　

⑤
自
然
災
害
時
の
避
難
所
運

営
つ
い
て
は
「
３
密
」
に
な
ら

な
い
よ
う
に
と
考
え
て
い
る
。

十
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き

な
い
場
合
は
、
２
次
避
難
所
を

開
設
す
る
な
ど
の
準
備
を
す
る
。

避
難
所
運
営
に
必
要
な
物
資
を

十
分
確
保
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
も
図
っ
て
い
く
。

　

⑥
失
業
し
た
町
民
を
６
か
月

以
上
雇
用
し
た
事
業
者
に
「
緊

急
雇
用
支
援
金
」
を
給
付
す
る

制
度
を
設
け
た
。
今
後
も
雇
用

不
安
の
軽
減
に
努
め
る
。

教
育
長　
⑦
臨
時
休
校
に
よ
り

給
食
が
６
回
な
く
な
っ
た
が
、

回
復
措
置
に
よ
り
授
業
日
が
６

日
あ
り
、
給
食
も
６
回
実
施
す

る
の
で
、
支
援
は
現
段
階
に
お

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

高
齢
者
に
感
謝
の
気
持
ち
を

記
念
品
の
贈
呈
を
検
討
し
て
い
る

町
長

議
員　
敬
老
会
を
中
止
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
社
会
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
る
た
め
、
記
念
品
の

贈
呈
な
ど
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長　
敬
老
会
は
中
止
す
る
が

記
念
品
の
贈
呈
は
個
別
に
配
送

す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

美郷カレッジ受講の様子

購入予定の避難所用間仕切り

　

ワ
ク
ア
ス
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
が
難
し

い
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
他
の

会
場
で
開
催
す
る
こ
と
に
決
め

た
。
ど
の
公
共
施
設
で
開
催
す

る
に
し
て
も
一
長
一
短
が
あ
る
。

総
合
的
に
判
断
す
れ
ば
、
最
も

適
し
た
会
場
は
公
民
館
ホ
ー
ル

で
あ
る
と
考
え
る
。
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採決で賛否が分かれた議案等を掲載しています。議長は採決には加わりません。 ○：賛成　●：反対

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
議
決
結
果

議員名

深
沢

義
一

欠

番

鈴
木

正
洋

内
田

清
文

泉

美
和
子

森
元

淑
雄

髙
山

茂
雄

細
井

邦
男

熊
谷

良
夫

伊
藤

福
章

鈴
木

良
勝

村
田

薫

藤
原

政
春

深
澤

均

熊
谷

隆
一

澁
谷

俊
二

採　決　結　果

● ● ● ⃝ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

陳情第46号　公立学校に「１年単位の変形労働時間制」を導入する条例制定に反対する陳情

採択し、意見書を提出しました

不採択としました

◇陳情第４７号	 教職員定数改善と義務教育費国庫負担割合２分の１をはかるための、
	 	 2021年度政府予算に係る意見書採択の陳情について
　秋田県教職員組合　執行委員長　櫻田 憂子　秋田県教職員組合仙北支部　支部長　渋谷 聡

◇請願第１号　秋田県主要農作物種子条例の制定を求める請願書
　食と緑、水を守る秋田県労農市民会議　議長　石田 寛（紹介議員：藤原 政春）

◇陳情第48号　地方財政の充実・強化を求める意見書提出に関する陳情
　連合秋田大曲地域協議会　議長　岩佐 真

◇陳情第46号　公立学校に「１年単位の変形労働時間制」を導入する条例制定に反対する陳情
　秋田県春闘共闘懇談会　代表委員　石川 洋基　秋田県労働組合総連合　議長　加賀屋 俊悦

〈教育民生常任委員長報告〉「財政力がある自治体では教育に予算をかけられるが、そう
でないところは最低限の教育になりかねない」「国をこれから担っていく世代のために
も、豊かな教育環境は必要である」などの意見があった。出席委員の全会一致で「採択す
べきもの」とした。

〈産業建設常任委員長報告〉「優良な品種や食味のよい農産物を提供していくのは大事なこ
とだ。農業県として条例を制定し、基幹産業を支えていくべきだ」「優良種子の安定供給を
図るための予算や関係部署の人員配置を、恒久的に措置する観点から条例を制定すべきだ」
などの意見があった。出席委員の全会一致で「採択すべきもの」とした。

〈総務常任委員長報告〉「地方財政の充実・強化をして地方財政の確立を目指すという陳情
趣旨には賛成できる」「陳情項目を細かくみていくと疑問に感じる部分もある」などの意見
があった。採択２名、趣旨採択２名で美郷町議会委員会条例の規定により、委員長が「採択
すべきもの」とした。

〈教育民生常任委員長報告〉「個々の事情を踏まえて適用するとあり、休みをまとめ取りし
た方がライフスタイルに合っている教職員もいると思う」「労働環境を是正していこうとい
う趣旨は理解できる」などの意見があった。趣旨採択２名、不採択２名で美郷町議会委員会
条例の規定により、委員長が「不採択すべきもの」とした。

6月定例会　請願・陳情

	◎令和2年第5回議会定例会（6/9～6/19）

内
うちだ

田　清
きよふみ

文 議員

町長立候補時の考えは

公約は７つで当選後に所信表明町長

議
員　
美
郷
町
長
に
立
候
補
し

た
際
は
、
ど
の
よ
う
な
公
約
だ

っ
た
の
か
。
ま
た
、
次
期
町
長

選
挙
へ
の
出
馬
予
定
は
。

町
長　
平
成
16
年
の
立
候
補
時

の
選
挙
公
約
は
①
地
域
融
和
②

町
勢
活
性
化
③
人
づ
く
り
④
農

業
商
業
振
興
⑤
福
祉
充
実
⑥
教

育
充
実
⑦
生
活
基
盤
充
実
の
７

つ
で
あ
る
。
当
選
後
の
所
信
表

明
で
は
「
公
平
」
「
誠
実
」

「
展
望
」
を
行
政
運
営
で
の
信

念
と
し
「
融
和
と
前
進
」
を
常

に
意
識
し
て
い
く
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
町
内
の
融
和
を

め
ざ
し
て
、
交
流
し
や
す
い
行

事
等
を
開
催
し
て
い
く
。

　

町
勢
活
性
化
を
め
ざ
し
て
、

地
域
交
流
や
秋
田
国
体
に
伴
う

人
的
交
流
を
大
切
に
す
る
。

　

人
づ
く
り
で
は
、
芸
術
文
化

を
は
じ
め
と
し
た
各
種
催
し
を

開
催
す
る
。

　

教
育
環
境
の
充
実
と
し
て
、

学
校
間
交
流
や
研
修
等
を
推
進

す
る
。

　

住
み
よ
さ
に
向
け
た
福
祉
の

充
実
と
し
て
、
子
育
て
支
援
や

高
齢
者
の
生
き
が
い
支
援
策
を

講
ず
る
。

　

農
業
振
興
で
は
、
美
郷
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
や
生
産
体
制
に
特

徴
を
持
た
せ
る
。

　

商
工
振
興
は
需
要
拡
大
に
繋

が
る
支
援
や
異
業
種
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
特
色
を
つ

く
る
。

　

生
活
基
盤
整
備
と
し
て
、
安

全
安
心
に
つ
な
が
る
施
設
整
備

や
交
通
網
整
備
に
意
を
払
う
。

　

そ
し
て
町
民
の
視
点
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
行
政
の
説
明
責

任
を
果
た
す
た
め
、
で
き
る
限

り
町
民
に
目
的
な
ど
を
伝
え
て

い
る
。

　

そ
の
後
は
毎
年
度
、
３
月
定

例
議
会
に
お
い
て
施
政
方
針
を

表
明
し
、
具
体
的
な
施
策
展
開

を
し
て
き
て
い
る
。

　

自
ら
の
出
処
進
退
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ

の
対
応
を
優
先
し
な
が
ら
、
し

か
る
べ
き
時
期
に
明
確
に
し
て

い
く
。
現
時
点
で
は
、
前
向
き

に
と
ら
え
て
い
る
。

議会定例会での施政方針説明
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詳しく調査！詳しく調査！

所管事務
調 査

所管事務
調 査

ReportReport

教育民生常任委員会産業建設常任委員会

令和２年7月3日令和２年7月1日

◆調査内容◆調査内容

◆現地調査

◆意見

◆意見

これからも細心の注意を周遊ルートの実現を

　危機感を持ちながら、しっかりと対策を
していると感じた。
　家庭での取り組みを心配していたが、周
知は適切に行われていた。中学校では、学
習面の遅れがないと聞き安心した。長期的
な対策になると思うが、これからも細心の
注意を払いながら、頑張っていただきたい。

 

　景観、路面工の状態、幅員の広さなど良
くできていることが確認できた。
　危険が伴う工事だと思うが、作業員には
事故無く工事を進めてほしい。
　町の観光開発の柱の一つだと思うので、
着実に事業を進め、今後は周遊ルートの実
現を目指してほしい。
　七滝山のみならず町有林等の管理、森林
機能維持のための整備を進めてほしい。

　学校での対策は、文部科学省の衛生管理
マニュアルを基準として対応している。児
童生徒には、新型コロナウイルス感染症を
正しく理解し、感染リスクを自ら判断して
避ける行動をとることができるよう指導し
ている。家庭には、学校報や保健だよりを
通じて周知を行っている。
　集団感染リスクへの対応として、こまめ
な換気、身体的距離の確保、マスク着用を
徹底している。また、定期的に教室や教材、
トイレ・水飲み場などの消毒を行っている。

　平成27年に、七滝山を町有財産として
取得。平成29年に『七滝「水の森」保
全・活用構想』を策定し「水の郷」のイメ
ージ発信の拠点とした。
　森林管理道を令和元年は500ｍ、令和
２年は500ｍ、令和３年度以降は3200ｍ
（見込み）の予定で整備する。
　その後、スギの間伐を強度にすすめ、針
広混交林化を目指す。

　ルート２本の整備を計画している。広く
県内外からの参加者をターゲットとするが、
まずは「ぐっと楽運動」参加者や小学生の
学校登山を想定する。
【ルート１】 全長1600m。標高581ｍ。 

斜度約４度。ブナの原生林
や大木がある。

【ルート２】 全長2100ｍ。標高776ｍ。
斜度約８度。急傾斜のため、
階段整備が必要である。広
大なブナの原生林がある。
電波塔跡地があり、平坦で
休憩所に適している。

 

新型コロナウイルス感染防止対策について
《教育推進課》

七滝山線森林管理道開設工事の実施状況に
ついて　　　　　　　　　　　　《農政課》

七滝山のフィールド整備について
《商工観光交流課》

美郷中学校の対策状況
　美郷中学校の現地視察を行った。
　３月休業時の学習は４月上旬で回復し、
今のところ授業は順調に進んでいる。
　生徒の意識として、衛生・健康管理の面
で自立した生活が送れるようになり、風
邪・インフルエンザ等で欠席する生徒が少
なくなった。休校中は、友達に会えないこ
とにストレスを感じていたようだ。

授業でのマスク着用舗装された森林管理道
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みさと
議会だより 

第63号 
クイズ

正解と当選者

★クイズ
【問１】	 令和２年度一般会計当初予算は、〇〇〇億円

【問２】 	議場を見学していたのは〇〇小学校

◎クイズ当選者　抽選の結果、次の方々が当選しました。

→【正解】千畑

→【正解】111

　

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
中
、
総
体
に

向
け
て
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い

る
女
子
卓
球
部
を
取
材
し
ま
し
た
。

　

部
員
16
人
で
週
５
日
間
、
18
時
半

ま
で
、
基
礎
体
力
作
り
に
力
を
入
れ

て
練
習
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
プ
テ
ン

は
「
女
子
卓
球
部
が
学
年
問
わ
ず
い

ち
ば
ん
仲
が
い
い
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

「
自
分
が
女
子
卓
球
部
で
何
が
で
き

る
か
考
え
て
行
動
す
る
」
と
い
う
先

輩
か
ら
代
々
引
き
継
が
れ
て
い
る
教

え
を
胸
に
、
日
々
取
り
組
ん
で
い
る

よ
う
で
す
。

第
２
回
臨
時
会（
４
月
28
日
）

第
3
回
臨
時
会（
5
月
7
日
）

第
4
回
臨
時
会（
5
月
29
日
）

第
6
回
臨
時
会（
7
月
6
日
）

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
よ
る
特
別
給
付

金
19
億
５
０
０
０
万
円
、
園
芸
メ
ガ
団
地
整
備
事
業
費

補
助
金
９
０
９
７
万
６
千
円
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
に
20
億
７
１
２
１
万
９
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１

３
１
億
７
５
６
１
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

給
付
人
数
は

細
井
議
員　
特
別
定
額
給
付
金
の
給
付
人
数
１
万
９
５

０
０
人
は
、
本
日
28
日
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
数
な
の
か
。

総
務
課
長　
４
月
27
日
現
在
の
時
点
で
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
な
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
第
2
次
地
域
応
援
商
品

券
・
地
域
応
援
食
事
券
事
業
に
１
億
２
２
１
４
万
３
千
円
、
大
学
生
・
高
校

生
等
応
援
給
付
金
事
業
に
２
５
７
３
万
９
千
円
、
学
校
給
食
費
助
成
金
事
業

に
２
２
９
９
万
１
千
円
な
ど
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
３
億
５
３
３
６
万
９

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
３
８
億
２
６
９
８
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

滞
納
者
へ
の
助
成
は

鈴
木（
正
）議
員　
学
校
給
食
費
助
成
金
は
、給
食
費
の
滞
納
者
に
は
助
成
さ

れ
な
い
の
か
。

教
育
推
進
課
長　
助
成
対
象
者
か
ら
除
か
れ
る
。
給
食
費
の
納
付
に
困
っ
て

い
る
方
に
対
し
て
は
、
支
払
猶
予
制
度
等
の
案
内
を
し
て
い
く
。

深
澤（
均
）議
員　
給
食
費
助
成
は
、コ
ロ
ナ
対
策
な
の
で
滞
納
者
も
支
援
す

べ
き
で
は
。

教
育
長　
あ
る
程
度
の
公
平
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
個
別
の
相
談
に
応
じ
て

い
く
。

申
請
は
ス
ム
ー
ズ
か

熊
谷（
隆
）議
員　
大
学
生
・
高
校
生
等
応
援
給
付
金
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

申
請
は
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
の
か
。

教
育
推
進
課
長　
よ
り
簡
単
な
手
続
き
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
落
ち
込
ん

で
い
る
消
費
活
動
の
回
復
に
「
地
域
応
援
商
品
券
・
地

域
応
援
食
事
券
」
を
全
町
民
に
給
付
す
る
た
め
６
３
３

８
万
8
千
円
、
事
業
継
続
支
援
金
に
１
億
６
０
０
０
万

円
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
２
億
３
９
０
６
万
４

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
３
４
億
１
４
６
７
万
９
千

円
と
し
ま
し
た
。

譲
渡
は
禁
止

深
澤（
均
）議
員　
食
事
券
は
他
人
に
譲
渡
が
可
能
な
の

か
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
食
事
券
の
譲
渡
は
禁
止
し
て
い

る
。
世
帯
内
に
お
い
て
は
、
家
族
で
融
通
し
合
っ
て
使

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
県

外
か
ら
帰
省
で
き
な
い
学
生
応
援
事
業
１
８
４
万
６
千

円
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
20
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
３
４
億
１
４
８
７
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
３
コ
ー
ス
か
ら

村
田
議
員　
県
外
に
在
住
し
て
い
る
学
生
へ
の
応
援
と

し
て
町
か
ら
贈
る
特
産
品
の
内
容
は
。

教
育
推
進
課
長　
本
人
の
希
望
に
よ
り
３
コ
ー
ス
か
ら

贈
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

久米　澄人 様　坂本　禮子 様　澁谷　光子 様　高橋　京子 様
藤田　綾子 様

予算予算

予算

予算

条例

条例

条例

その他

その他

2件2件

1件

1件

2件

1件

3件

4件

1件

Cコース

Bコース

Aコース
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会

ほ

か

臨

時

会



●次回定例会は、9月上旬を予定しています。
　日程は8月15日発行の「お知らせ版」をご覧ください。

応募方法／

あて先／

締切日／

〒019-1541　美郷町土崎字上野乙 170番地 10
美郷町議会事務局　議会だより係

令和２年8月31日（当日消印有効）

○の中だけお答えください

問1

問2

みさと議会だより 第64号
14

美郷町議会事務局 〒019-1541 秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙170番地10（美郷町役場内）
TEL.0187-84-4912 FAX.0187-85-3102 E-mail gikai @ town.misato.akita.jp

美郷町ホームページ  http://www.town.misato.akita.jp/

地球環境にやさしい
ベジタブルインキを
使用しています。

【印刷・製本】株式会社アイ・クリエイト

　はがきにクイズの答え、氏名、住所、年齢を
書いてお送りください。正解者の中から抽選で
5人の方に粗品を差し上げます。また、議会
へのご意見をお待ちしております。

vol.59
シリーズ

　令
和
元
年
度
の
県
芸
術
文
化
賞
を

受
賞
し
た
、
高
橋
三
鳩
枝
さ
ん
に
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　平
成
元
年
か
ら
芸
術
文
化
協
会
に

加
盟
し
て
お
り
、
今
回
の
受
賞
は
町

民
の
皆
様
の
お
か
げ
と
感
謝
の
気
持

ち
を
話
さ
れ
て
ま
し
た
。

　句
を
作
る
と
き
は
、
四
季
の
移
り

変
わ
り
、
人
間
の
動
き
、
世
相
へ
の

想
い
な
ど
が
動
機
と
な
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　句
会
の
雰
囲
気
は
和
気
あ
い
あ

い
、
脳
ト
レ
、
ボ
ケ
防
止
ま
さ
に
頭

の
体
操
だ
そ
う
で
す
。

　「
年
齢
に
関
係
な
く
、
誰
に
で
も

で
き
る
文
芸
で
あ
り
、
日
記
を
書
く

よ
う
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

お問合せ

代　表：高橋芳夫（三鳩枝）さん
日　時：第4日曜日、13：00～16：00
場　所：美郷町北ふれあい館
連絡先：高橋芳夫さん（0187-85-3055）

出生祝い金は◯万円

今回の表紙は美郷中◯◯◯◯部

～川柳たのしみ会～
（川柳花清水吟社）

エ
レ
べ
ー
タ
ー
さ
っ
き
の
噂
の
っ
た
き
り

戸
沢

　夢
人

も
う
こ
れ
で
あ
と
は
言
う
ま
い
愚
痴
に
な
る

五
十
嵐
美
和

六
畳
間
趣
味
と
テ
レ
ビ
と
新
聞
と

鈴
木

　結
美

願
う
こ
と
ば
か
り
が
増
え
て
神
ほ
と
け

本
間

　枝
美

羊
羮
を
斜
め
に
切
れ
る
茶
の
こ
こ
ろ

高
橋
三
鳩
枝

さんきゅうし

中央が代表の高橋三鳩枝さん


